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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 28日 (2005.3.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 一 つ の 霧 化 室 、 霧 化 さ れ る 洗 浄 液 の 供 給 領 域 に 配 置 さ れ 霧 化 室 に 面 し て い る
少 な く と も 一 つ の 加 圧 空 気 イ ン ジ ェ ク タ ー 、

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 　  図 面 に つ い て 説 明 す る 。 一 般 に 、 こ の 発 明 の 器 具 は 番 号 （ １ ） に よ っ て 指 示
さ れ 、 霧 化 室 （ ２ ） 、 イ ン ジ ェ ク タ ー （ ３ ） 、 洗 浄 液 を 放 出 す る 放 出 手 段 （ ４ ） お よ び 圧
調 節 手 段 （ ５ ） よ り な る 本 体 を 構 成 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 　 　 本 体 の 内 側 に あ る 室 （ ６ ） は 、 出 入 口 （ ７ ） か ら 加 圧 空 気 を 受 け 入 れ る 。 該 室 （
６ ） は 加 圧 空 気 を 放 出 し て 圧 を 調 節 し 、 霧 化 作 用 の 開 始 を 調 節 す る た め に 、 第 一 の 導 管
（ ８ ） お よ び 第 二 の 導 管 （ ９ ） と 共 に イ ン ジ ェ ク タ ー （ ３ ） に 接 続 し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 　 　

及 び 、 少 な く と も 洗 浄 液 を 放 出 す る 放 出 手 段
を 規 定 す る 本 体 よ り な る 鼻 腔 洗 浄 器 で あ り 、 本 体 に 結 合 し て 余 分 な 圧 を 放 出 す る た め に 加
圧 空 気 の 圧 を 調 節 す る の に 適 し て い る バ ル ブ 手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 鼻 腔 洗 浄
器 。

参 照

、

圧 調 節 手 段 （ ５ ） は 、 シ ー ル 手 段 （ １ １ ） を 有 し 導 管 （ ８ ） の 内 側 を 移 動 す る の



【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 　 　 室 （ ６ ） は 、 押 し ボ タ ン （ ２ ０ ） の シ ー ト 、 （ ２ ５ ） お よ び 導 管 （ ９ ）
を 経 て 、 室 （ ６ ） を 外 部 と さ せ る 開 口 部 （ ２ ３ ） に よ っ て 構 成 さ れ る 放 出 バ ル ブ 手 段
を 有 す る 。 押 し ボ タ ン （ ２ ０ ） は 開 口 部 （ ２ ３ ） の 内 側 に 伸 張 し 、 残 り の 位 置 に あ る 部 分
に 部 分 的 に 噛 み 合 う 。 器 具 （ １ ） の 本 体 は 手 の 握 り （ ２ ７ ） と し て 働 き 、 実 質 的 に 円 筒 形
の 形 状 を し た 第 一 の 部 分 を 含 み 、 そ の 内 部 に 押 し ボ タ ン が 配 置 さ れ る 。 こ の 本 体 は 、 ２ 個
の 同 軸 の ベ ル 部 材 （ ２ ８ ） に よ っ て 構 成 さ れ る 第 二 の 部 分 を 含 み 、 ベ ル 部 材 の 一 つ は 鼻 孔
に 挿 入 す る の に 適 し て い る 。 こ の 器 具 の 円 筒 形 の 手 の 握 り （ ２ ７ ） は 、 ２ 個 の 密 閉 す る よ
う に 結 合 し た 半 分 の 部 材 （ ２ ９ お よ び ３ ０ ） に よ っ て 構 成 さ れ る 。 お
よ び 圧 調 節 手 段 （ ５ ） は 、 第 一 の 半 分 の 部 材 （ ２ ９ ） 内 に 配 置 さ れ る が 、 イ ン ジ ェ ク タ ー
（ ３ ） は 、 第 二 の 半 分 の 部 材 （ ３ ０ ） 内 に 配 置 さ れ 、 ベ ル 部 材 （ ２ ８ ） を 結 合 さ せ る の に
適 し た 表 面 を 形 成 し て い る 。 穴 ま た は 空 所 （ ４ ） は 、 ベ ル 部 材 （ ３ １ お よ び ３ ２ ） の 間 に
具 備 さ れ 、 そ の 大 き さ は 、 広 い ま た は 狭 い 穴 を 得 る た め に ベ ル 部 材 を 変 え る こ と に よ っ て
異 な る 、 ま た は ベ ル 部 材 壁 が 接 触 し て い る 場 合 に は 全 く 穴 が な い 。 第 二 の 半 分 の 部 材 （ ３
０ ） は 、 ベ ル （ ３ １ ） の 接 続 領 域 で の 環 境 に 従 っ て 配 置 さ れ た ス ペ ー サ ー 部 材 （ ３ ３ ） を
有 す る 。 　
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
第 一 の ベ ル 部 材 （ ３ １ ） は 、 一 端 （ ３ ５ ） が 半 分 の 部 材 （ ３ ０ ） に 結 合 し 、 他 端 （ ３ ６ ）
は 半 分 の 部 材 （ ３ ０ ） に 接 触 す る ベ ー ス （ ３ ４ ） を 有 す る 実 質 的 に 円 錐 台 の 形 態 を な し
て い る 。 反 対 の 末 端 は 液 体 ミ セ ル の 噴 出 の た め の 出 口 （ ３ ７ ） を 有 し て い る 。 こ の 発 明 の
別 の 観 点 に よ り 、 こ の よ う な 出 口 （ ３ ７ ） は ま た 、 の 横 の 表 面 に 、 例 え
ば 縦 の 隙 間 の 形 で 伸 張 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
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に 適 し た カ ー ソ ル （ １ ０ ） を 含 む 。 カ ー ソ ル （ １ ０ ） は 、 第 一 の 伸 縮 性 の 手 段 、 す な わ ち
螺 旋 形 ス プ リ ン グ （ １ ２ ） に よ っ て 一 方 に 片 寄 ら さ れ る 。 導 管 （ ８ ） は 、 シ ー ル を 確 保 す
る た め に カ ー ソ ル （ １ ０ ） と 係 合 し 得 る 領 域 （ １ ３ ） と 、 加 圧 空 気 を 放 出 す る た め に 適 切
に 可 変 性 の 直 径 を 有 し カ ー ソ ル （ １ ０ ） の 直 径 よ り も 大 き い 導 管 直 径 を 有 す る 領 域 （ １ ５
） に 接 続 す る 領 域 （ １ ４ ） と を 有 す る 。 カ ー ソ ル （ １ ０ ） の 末 端 は 、 第 １ の シ ー ル 手 段 す
な わ ち Ｏ ‐ リ ン グ （ １ １ ） の た め の シ ー ト で 中 断 さ れ る ４ 個 の 隆 起 部 分 （ １ ８ ） を 有 す る
円 筒 形 を な し て い る 。 ス プ リ ン グ （ １ ２ ） の 第 一 の 末 端 は 、 隆 起 部 分 （ １ ８ ） に 具 備 さ れ
た ４ 個 の 歯 状 物 （ １ ９ ） に 係 合 す る が 、 ス プ リ ン グ （ １ ２ ） の 第 二 の 末 端 は 、 カ バ ー （ １
６ ） と 接 触 し て い る 。 霧 化 発 生 手 段 は 、 室 （ ６ ） 、 す な わ ち 、 第 二 の 伸 縮 性 の 手 段 い い 換
え れ ば 螺 旋 形 ス プ リ ン グ （ ２ ４ ） に よ っ て 一 方 に 片 寄 ら さ れ る 押 し ボ タ ン （ ２ ０ ） に よ っ
て 構 成 さ れ る 調 節 部 材 の 内 部 に 配 置 さ れ 、 第 二 の シ ー ル 手 段 は 、 押 し ボ タ ン （ ２ ０ ） の 本
体 に 形 成 さ れ た 適 当 な シ ー ト （ ２ ２ ） 内 に 配 置 さ れ る シ ー ル ま た は ガ ス ケ ッ ト （ ２ １ ） に
よ っ て 構 成 さ れ る 。 押 し ボ タ ン （ ２ ０ ） は 、 押 し ボ タ ン を 案 内 し 、 器 具 の 本 体 に 当 接 す る
こ と に よ っ て 押 し ボ タ ン を 適 所 に 保 つ た め の ス リ ッ ト （ ２ ５ ） と 対 に な っ た 隆 起 指 状 部 材
（ ２ ６ ） も 有 し て い る 。

ス リ ッ ト
連 通

押 し ボ タ ン （ ２ ０ ）

、

ベ ル 部 材 （ ３ １ ）



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
第 二 の ベ ル 部 材 （ ３ ２ ） は 第 一 の 円 筒 形 領 域 （ ４ ４ ） を 有 し 、 そ の 一 端 は 半 分 の 部 材 （ ３
０ ） に 結 合 す る の に 適 し 、 放 出 さ れ る 洗 浄 液 収 集 室 （ ３ ９ ） を 形 成 す る 。 該 収 集 室 （ ３ ９
） の シ ー ル は 、 半 分 の 部 材 （ ３ ０ ） に 形 成 さ れ た シ ー ト に 配 置 さ れ た シ ー ル ま た は ガ ス ケ
ッ ト （ ３ ８ ） に よ っ て 提 供 さ れ る 。 の 第 二 の 領 域 は 、 一 端 が 明 確 に 減 少
し た 径 を 有 す る 先 細 の 領 域 （ ４ １ ） 、 次 い で ミ セ ル 噴 出 出 口 （ ４ ０ ） を 具 備 し た 一 端 を 有
す る 円 錐 台 の 形 態 （ ４ ５ ） を な し て い る 。 の 部 品 （ ４ ４ お よ び ４ ５ ） の
結 合 領 域 は 、 円 錐 台 （ ４ ５ ） の 壁 お よ び 円 筒 形 領 域 （ ４ ４ ） か ら 伸 張 し た 端 （ ４ ２ ） に よ
っ て 形 成 さ れ る チ ャ ン ネ ル （ ４ ６ ） を 有 す る 。 円 筒 形 領 域 （ ４ ４ ） の い く ら か の 可 能 な 振
動 も 突 起 物 （ ３ ３ ） に よ っ て 妨 げ ら れ る 。 部 材 （ ３ ２ ） の 外 壁 （ ４ ５ ） に 恐 ら く 存 在 す る
洗 浄 液 を 収 集 す る た め に 、 チ ャ ン ネ ル （ ４ ６ ） は 収 集 室 （ ３ ９ ） を 外 側 と 接 続 す る 隙 間 （
４ ３ ） を 有 す る 。 同 じ 理 由 で 、 ベ ル （ ４ ５ ） は 該 隙 間 （ ４ ３ ） に 向 っ て 傾 斜 し た そ の 表 面
（ 図 面 に 説 明 し て い な い ） に 平 面 の 領 域 を 有 し て お り 、 汚 れ た 液 体 の 放 出 を 促 進 す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 　 　 押 し ボ タ ン （ ２ ０ ） が 押 し 下 げ ら れ て い る 状 態 を 考 慮 す る ： 空 気 は
を 経 て 室 （ ６ ） に 入 り 、 そ れ か ら 開 口 部 （ ２ ３ ） を 経 由 す る 通 路 は 押 し ボ タ ン （ ２ ０ ） に
よ っ て 遮 断 さ れ る の で イ ン ジ ェ ク タ ー に 進 む 。 こ の 場 合 、 イ ン ジ ェ ク タ ー ノ ズ ル を 出 る 空
気 は 、 ベ ン チ ュ リ 効 果 を 表 す こ と が 可 能 で 、 そ れ 故 に 洗 浄 液 ミ セ ル の 噴 出 物 が 器 具 を 出 る
。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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ベ ル 部 材 （ ３ ２ ）

ベ ル 部 材 （ ３ ２ ）

出 入 口 （ ７ ）



【 図 １ 】
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